
西脇多可休日急患センター
◆ところ　西脇市下戸田652-1　西脇病院救急外来室
◆診察日　日曜日（年末年始を除く）午前9時～午後5時
◆問合せ　☎23－5380
※病状やけがの様子な
　ど、電話であらかじ
　めご連絡ください。
　必ず健康保険証を持
　参ください。

10月の出務予定医師
10月　６日（日）
10月13日（日）
10月20日（日）
10月27日（日）

冨原　　均 先生
上田　久美 先生
天野　昌彦 先生
冨田　誠人 先生

　

乳
が
ん
の
患
者
さ
ん
は
40
〜
50
代
と
公
私
と
も
に
忙
し
い
方
が
多

く
、
精
神
的
な
支
え
が
と
て
も
大
切
で
す
。
患
者
さ
ん
が
本
音
で
話

せ
る
患
者
交
流
会
は
、
支
え
合
い
の
場
と
な
り
ま
す
。
2
0
0
8
年

に
患
者
さ
ん
と
と
も
に
「
は
な
み
ず
き
の
会
」
を
立
ち
上
げ
、
翌
年

１
月
に
は
、
北
播
磨
初
の
乳
が
ん
患
者
交
流
会
と
し
て
正
式
に
発
足
。

西
脇
病
院
を
中
心
に
活
動
を
続
け
今
年
で
4
年
目
に
な
り
ま
す
。
奇

数
月
の
最
終
土
曜
日
の
午
後
、
西
脇
病
院
講
堂
で
交
流
会
と
勉
強
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
た
び
「
は
な
み
ず
き
の
会
」
が
、
公
益
財
団
法
人
正
力
厚
生

会
の
が
ん
患
者
団
体
助
成
対
象
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
助
成
金
を
も
と

に
今
秋
、「
第
１
回
に
し
わ
き
乳
が
ん
市
民
公
開
講
座
」
を
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
は
な
み
ず
き
の
会
」
で
話
し
合
っ
た
と

こ
ろ
、
遺
伝
性
乳
が
ん
や
術
後
の
乳
房
再
建
に
つ
い
て
聞
き
た
い
と

い
う
声
が
多
く
、
こ
れ
ら
は
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
あ
り
、
ぜ
ひ
市

民
の
皆
さ
ん
と
勉
強
会
を
し
よ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

幸
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
日
本
を
リ
ー
ド
す
る
第
一

人
者
の
先
生
方
に
お
越
し
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
30
日
（
土
）　

13
時
〜
16
時　

西
脇
病
院
講
堂

○「
遺
伝
性
乳
が
ん
に
つ
い
て
」　

昭
和
大
学
病
院
遺
伝
診
療
部　

認

定
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

四
元
淳
子
先
生

○「
乳
房
温
存
術
後
の
乳
房
再
建
に
つ
い
て
」　

大
阪
大
学
医
学
部

形
成
外
科　

教
授　

矢
野
健
二
先
生

　
「
に
し
わ
き
乳
が
ん
市
民
公
開
講
座
」
は
、
来
年
以
降
も
継
続
し

て
い
く
予
定
で
す
。
乳
が
ん
へ
の
理
解
を
高
め
、
乳
が
ん
検
診
を
呼

び
か
け
る
場
と
し
て
少
し
で
も
役
に
立
て
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
乳
腺
外
来　

三
輪
ま
で
。

「
第
１
回
に
し
わ
き
乳
が
ん

　

市
民
公
開
講
座
」
に
つ
い
て

健
康
バ
ン
ザ
イ

乳
腺
外
来

　
　
　
　
　

三
輪　

教
子

94
西
脇
病
院
の
医
師
が
健
康
や
病

気
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
提
供
し
ま
す
。

西脇小児医療を守る会コラム　62

ありがとう　山中先生
　野村町の山中小児科医院が今年４月に閉院し
ました。院長の山中先生は、小児科医になられ
て47年、昭和53年に開院されてからは市内の
校医も30年以上にわたり務められました。親
子二代でお世話になった方も多く、この町の子

どもたちのために
長年尽力されてき
ました。そこで、
患者さんと守る会
メンバーの感謝の
気持ちがたくさん
詰まった【ありが
とうアルバム】を

贈らせていただきました。
　先生は、『子どもが好きなので楽しかったで
す。元気になっていく子どもの姿を見るのが何
よりの楽しみでした。ともに働いてきた看護師
にも感謝しています。』と優しい笑顔で話され
ていました。
　山中先生、長い間お疲れ様でした。そして、
本当にありがとうございました。

◆問合せ　西脇小児医療を守る会
　　　　　☎090－8538－1337　石井
　　　　　http://www.kodomonomirai.com
　　　　　info@kodomonomirai.com

　▼
第
５
回
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
▲

　
―
中
学
生
が

　
　

地
域
医
療
を
考
え
ま
す
―

　

参
加
費
・
駐
車
場
は
無
料
で
、

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。

▼
と
き　

11
月
4
日（
月
・
振
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
（
受
付

は
午
後
1
時
〜
）

▼
と
こ
ろ　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
参
加
費　

無
料

▼
主
催　

西
脇
地
域
医
療
検
討
会

▼
問
合
せ

・
西
脇
市
多
可
郡
医
師
会

　
（
☎
23‐3
4
0
2
）

・
理
事
付
（
病
院
内
線
3
6
1
）

　
▼
看
護
師・助
産
師
募
集
▲

　　
西
脇
病
院
で
は
、
平
成
26
年
４

月
採
用
予
定
の
看
護
師
・
助
産
師

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
職
種　

看
護
師
・
助
産
師

▼
募
集
定
員　

看
護
師
6
名
・
助

　

産
師
3
名

▼
資
格　

昭
和
44
年
4
月
2
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
看
護
師

ま
た
は
助
産
師
の
免
許
を
有
す

る
方
（
平
成
26
年
3
月
31
日
ま

で
に
同
免
許
を
取
得
す
る
見
込

み
の
方
を
含
む
。）

▼
受
付
期
間　

10
月
21
日（
月
）〜

11
月
15
日（
金
）

▼
試
験
日　

11
月
20
日（
水
）

▼
試
験
内
容　

筆
記
・
面
接
・
健

康
診
断

▼
試
験
会
場　

西
脇
病
院

▼
合
格
発
表　

12
月
上
旬

▼
申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
市
役
所
総
務
課

ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
な
ど
様
式
は
西
脇
市
お

よ
び
西
脇
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封

筒
の
表
に
「
看
護
師
（
ま
た
は

助
産
師
）
試
験
案
内
請
求
）
と

朱
書
き
し
、
2
0
0
円
切
手
・

返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
左
記

へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
返
送

先
の
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
こ

と
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

〒
6
7
7‐8
5
1
1

　

西
脇
市
郷
瀬
町
6
0
5

　

市
役
所
総
務
部
総
務
課

　
（
市
役
所
内
線
2
0
9
）

　
▼
西
脇
病
院『
健
康
セ
ミ
ナ
ー
』▲

　　
毎
月
１
回
、
西
脇
病
院
医
師
に

よ
る
「
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
21
日（
月
）

　

午
後
3
時
〜　

１
時
間
程
度

▼
と
こ
ろ　

病
院
講
堂（
2
階
）

▼
講
師　

感
染
対
策
委
員
会
委
員

　

長　

谷
垣
信
吾

▼
演
題　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
合
せ　

病
院
総
務
課

　
（
病
院
内
線
3
6
6
）

　▼
糖
尿
病
教
室
▲

　「
気
分
爽
快
！

　

体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
！
」

　

楽
し
く
で
き
る
運
動
を
紹
介
し

ま
す
。
糖
尿
病
手
帳
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
運
動
し
や
す
い
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

10
月
25
日（
金
）

　

午
後
2
時
〜
3
時

▼
と
こ
ろ　

病
院
講
堂
（
2
階
）

▼
問
合
せ　

内
科

　
（
病
院
内
線
5
3
5
）

　
▼
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▲

　　
北
は
り
ま
植
物
画
同
好
会
に
よ

る
「
植
物
細
密
画
展
」
を
開
催
し

ま
す
。

▼
と
き　

10
月
１
日（
火
）〜
31
日

（
木
）

▼
と
こ
ろ　

西
脇
病
院
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル

▼
問
合
せ　

施
設
管
理
課

　
（
病
院
内
線
3
6
3
）

　
▼
看
護
局
か
ら
▲

　　
今
回
は
、「
接
遇
＝
心
か
ら
の

お
も
て
な
し
」
に
つ
い
て
お
伝
え

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
看
護
職
は
、『
看
護
者

の
倫
理
綱
領
（
看
護
者
と
し
て
の

行
動
指
針
）』
で
、「
い
か
な
る
場

面
に
お
い
て
も
生
命
、
人
格
、
尊

厳
が
守
ら
れ
る
こ
と
を
判
断
お
よ

び
行
動
の
基
本
と
す
る
」
と
表
明

し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
常
に
温
か
な
配
慮
を

も
っ
て
、
人
々
の
健
康
と
生
活
を

支
え
る
援
助
者
で
あ
る
」
と
い
う

基
本
姿
勢
は
、
接
遇
（
心
か
ら
の

お
も
て
な
し
）
に
通
じ
る
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

接
遇
と
は
「
相
手
を
敬
う
、
貴

方
は
私
に
と
っ
て
、
と
て
も
大
切

な
方
」
と
い
う
こ
と
を
言
葉
や
態

度
の
全
て
で
表
す
接
し
方
で
す
。

＊
良
い
接
遇
は
、
良
い
人
間
関
係

を
作
り
、
良
い
看
護
サ
ー
ビ
ス

に
つ
な
が
り
ま
す
。

＊
接
遇
の
レ
ベ
ル
で
看
護
の
質
ま

で
評
価
さ
れ
ま
す
。

【
接
遇
の
基
本
】

①
身
だ
し
な
み
＝
第
一
印
象
（
第

一
印
象
で
持
た
れ
た
印
象
は
変

え
難
い
）

②
姿
勢
＝
心
・
気
持
ち
を
表
す

③
表
情
＝
相
手
に
心
地
よ
さ
を
与

え
る
入
口
（
目
は
心
の
窓
）

　

こ
の
3
つ
で
、
相
手
に
与
え
る

印
象
の
70
％
が
決
ま
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
最
後
に
、「
言
葉
遣
い
」が

印
象
の
30
％
を
占
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
接
遇
力
を
高
め
る

と
と
も
に
、
看
護
の
専
門
技
術
の

一
つ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技

術
を
発
揮
し
て
、
患
者
さ
ま
、
家

族
、
そ
し
て
、
地
域
の
方
と
の
良

好
な
信
頼
関
係
、
絆
を
大
切
に
し

て
、
看
護
局
の
理
念
「
患
者
さ
ま

一
人
一
人
を
大
切
に
―
信
頼
さ
れ
、

安
心
さ
れ
る
看
護
を
提
供
し
ま

す
」
を
実
践
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
▼
紹
介
状
持
参
の
お
願
い
▲

　　
西
脇
病
院
で
は
、
地
域
の
診
療

所
（
か
か
り
つ
け
医
）
と
の
連
携

を
密
に
す
る
た
め
、
病
診
連
携
の

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

よ
り
一
層
の
強
化
の
た
め
、
ま

た
、
診
察
を
短
時
間
で
効
率
よ
く

受
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
初

診
の
患
者
さ
ま
は
、
か
か
り
つ
け

医
か
ら
の
「
紹
介
状
（
診
療
情
報

提
供
書
）」
の
ご
持
参
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
紹
介
状
を
お
持
ち
で
な

い
方
に
は
、
主
治
医
か
ら
か
か
り

つ
け
医
に
紹
介
状
の
依
頼
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ　

地
域
医
療
連
携
室

　
（
病
院
内
線
3
0
8
）

▲山中先生に感謝して…

接遇研修の様子

西
脇
病
院

西
脇
病
院

西
脇
病
院

地
域
に
信
頼
さ
れ
る
良
質
な
医
療
を
提
供
し
ま
す

（
☎
22‐0
1
1
1
）　http://nshp.jp/
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